
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】精密な機械加工を要せずかつ部品数の少ないタ

ービンロータの構造を提供する。

【解決手段】１つ又はそれ以上の羽根要素（即ちバケッ

ト）(1)を有し各径方向の複数の本体部材(11)を備えた

タービンロータ（即ちペルトン水車）を設ける。径方向

の本体部材(11)は、一体に組み立てる際に、隣り合う径

方向本体部材(11)の各径方向当接面に接触する前縁径方

向当接面(13)と後縁径方向当接面(15)を有するセグメン

トを備えている。各径方向本体部材(11)は、好ましくは

軸方向の両端(17,19)である少なくとも別の当接部(21)

を備え、好ましくは直接別の当接手段(21)と協力する取

付手段(26,27)が設けられる。タービンロータの回転軸

に対して径方向のテーパが形成された楔手段は、径方向

本体部材と取付手段との間で作用し、楔手段を介して径

方向本体部材を径方向内側に引張るように作用してそれ

らを一体に保持する締結手段が設けられる。　

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ブ 又 は 軸 要 素 と 、 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 羽 根 要 素 を 支 持 し か つ 径 方 向 に 配 置 さ れ る 複 数
の 本 体 部 材 と を 備 え 、 複 数 の 本 体 部 材 は 、 ハ ブ 又 は 軸 要 素 に 対 し て 固 定 さ れ 、 各 本 体 部 材
は 、 隣 接 す る 本 体 部 材 の 径 方 向 当 接 面 に 対 し て 接 触 す る ロ ー タ の 回 転 方 向 に 対 し て 径 方 向
に 配 置 さ れ る 前 縁 当 接 面 と 、 径 方 向 に 配 置 さ れ る 後 縁 当 接 面 と を 有 し 、 各 本 体 部 材 は 、 少
な く と も １ つ の 別 の 当 接 手 段 を 備 え 、 タ ー ビ ン ロ ー タ は 、 更 に 、 本 体 部 材 の 別 の 当 接 手 段
に 直 接 又 は 間 接 的 に 係 合 す る 取 付 手 段 と 、 当 接 手 段 と 取 付 手 段 と の 間 で 作 用 し か つ 回 転 軸
に 対 し て 径 方 向 に テ ー パ を 形 成 す る 楔 手 段 と を 備 え 、
　 更 に 、 楔 手 段 を 介 し て 作 用 し か つ 本 体 部 材 の 隣 り 合 う 各 前 縁 当 接 面 と 後 縁 当 接 面 と の 接
触 に よ っ て の み 抵 抗 す る 本 体 部 材 を 径 方 向 内 側 に 引 張 り 、 そ れ ら を 一 体 に 保 持 す る 締 結 手
段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 回 転 軸 を 有 す る タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 径 方 向 に 配 置 し た 複 数 の 羽 根 要 素 を 本 体 部 材 に 共 通 に 取 り 付 け た 請 求 項 １ に 記 載 の タ ー
ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 羽 根 要 素 と 一 体 に 対 応 す る 本 体 部 材 を 形 成 し た 請 求 項 ２ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ
。
【 請 求 項 ４ 】
　 複 数 の 羽 根 要 素 は 、 確 実 に 固 定 す る 手 段 に よ り 本 体 部 材 に 固 定 さ れ た 複 数 の 個 別 部 材 で
あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 本 体 部 材 自 身 に 各 羽 根 要 素 を 形 成 し た 請 求 項 １ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 本 体 部 材 は 、 ロ ー タ の セ グ メ ン ト を 形 成 し 、 回 転 軸 に 向 か っ て 収 束 し か つ 交 差 す る 前 縁
当 接 面 及 び 後 縁 当 接 面 を テ ー パ 状 に 形 成 し た 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン
ロ ー タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 別 の 当 接 手 段 は 、 軸 方 向 当 接 手 段 と な る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ
ー タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 本 体 部 材 は 、 軸 方 向 の 両 端 部 に 配 置 さ れ た ２ つ の 別 の 当 接 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ ～ ７
の 何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 取 付 手 段 は 、 本 体 部 材 の ２ つ の 別 の 当 接 手 段 の 各 １ つ に 係 合 可 能 な ２ つ の 取 付 要 素 で あ
る 請 求 項 ８ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 楔 手 段 は 、 別 の 当 接 手 段 と 取 付 手 段 と の 間 に 介 在 さ れ る １ つ 又 は そ れ 以 上 の 分 離 部 材 を
有 す る 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 楔 手 段 は 、 本 体 部 材 の 各 々 又 は 取 付 手 段 の 当 接 手 段 の 少 な く と も １ つ と 一 体 に な る 請 求
項 １ ～ ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 取 付 手 段 は 、 截 頭 円 錐 形 の 当 接 部 を 形 成 し た 環 状 取 付 リ ン グ を 有 す る 請 求 項 １ ～ １ １ の
何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 各 本 体 部 材 の 別 の 当 接 手 段 に 径 方 向 の テ ー パ を 形 成 し た 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か １ 項 又 は
請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か １ 項 に 基 づ く 請 求 項 １ ２ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 径 方 向 の テ ー パ を 形 成 し た 当 接 手 段 は 、 軸 方 向 に 延 伸 す る フ ラ ン ジ の 形 態 を 有 し 、 組 立
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の 際 に 、 全 本 体 部 材 の フ ラ ン ジ は 、 環 状 取 付 リ ン グ の 截 頭 円 錐 形 当 接 部 が 作 用 す る 環 状 の
截 頭 円 錐 テ ー パ 付 き フ ラ ン ジ を 形 成 す る 請 求 項 １ ２ に 基 づ く 請 求 項 １ ３ に 記 載 の タ ー ビ ン
ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ２ つ の 取 付 要 素 を 直 接 一 体 に 固 定 す る 締 結 手 段 を 設 け た 請 求 項 ９ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー
タ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 締 結 手 段 は 、 軸 方 向 把 持 手 段 と な る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 取 付 手 段 を 個 々 に 分 離 可 能 な 連 結 部 材 に 固 定 す る 連 結 手 段 を 設 け た 先 行 す る 請 求 項 の 何
れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 分 離 可 能 な 連 結 部 材 は 、 軸 要 素 と な る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 各 取 付 リ ン グ を 連 結 部 材 に 連 結 す る 各 連 結 手 段 を 設 け た 請 求 項 １ ２ に 基 づ く 請 求 項 １ ７
若 し く は １ ８ 又 は 請 求 項 １ ２ に 基 づ く 請 求 項 １ ３ ～ １ ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ
ー タ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 連 結 手 段 は 、 テ ー パ 状 の ロ ッ ク 要 素 で あ る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 各 取 付 リ ン グ に 自 身 の テ ー パ 状 ロ ッ ク リ ン グ を 設 け 、 連 結 部 材 と 取 付 リ ン グ と の 間 に 係
合 す る ２ つ の 相 対 的 に 移 動 可 能 な 部 品 を 有 し 、
　 少 な く と も １ つ の ロ ッ ク リ ン グ の 作 用 に よ り 連 結 部 材 に 対 し て 取 付 リ ン グ を 軸 方 向 に 移
動 さ せ 、 こ れ に よ り 、 協 働 す る テ ー パ 状 の 当 接 面 に よ り 羽 根 要 素 を 内 側 に 引 張 る 請 求 項 ２
０ に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 軸 方 向 把 持 手 段 に 加 え て 、 各 環 状 取 付 要 素 を 取 り 付 け る 手 段 を 設 け た 請 求 項 １ ６ に 基 づ
く 請 求 項 １ ７ ～ ２ １ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 タ ー ビ ン ロ ー タ は 、 ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー で あ り 、 羽 根 要 素 は 、 バ ケ ッ ト で あ る 先 行 す
る 請 求 項 の 何 れ か １ 項 に 記 載 の タ ー ビ ン ロ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ ー ビ ン ロ ー タ の 改 良 さ れ た 構 造 に 関 連 し 、 特 に ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー に 適
用 さ れ る も の で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 共 通 の ハ ブ 上 に 取 り 付 け ら れ た 複 数 の バ ケ ッ ト （ 動 翼 ） を 有 す る ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー
は 、 単 一 鋳 造 と し て 従 来 よ り 製 造 さ れ る 。 個 々 の バ ケ ッ ト が 複 雑 で か つ 互 い に 接 近 し て 配
置 さ れ る た め 、 ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー を 単 一 鋳 造 で 鋳 造 す る こ と が 通 常 困 難 で あ る 。 鋳 造
後 の ペ ル ト ン 水 車 の 機 械 加 工 の 操 作 は 、 極 め て 容 易 で あ る と は い え ず 、 研 磨 装 置 に よ り バ
ケ ッ ト の 表 面 を 平 滑 に 加 工 し な け れ ば な ら な い 。 バ ケ ッ ト の 根 底 部 に 対 し て 工 具 を 接 近 さ
せ る 問 題 に よ り 、 仕 上 げ 工 程 が 長 時 間 を 要 し て 価 格 が 上 昇 し 、 高 度 な 技 術 を 投 入 す る 煩 瑣
な 工 程 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 運 動 す る 水 の エ ネ ル ギ を 回 転 エ ネ ル ギ に 変 換 し て 負 荷 を 駆 動 す る の に ペ ル ト ン 水 車 は 最
も 普 及 し て 使 用 さ れ る 。 バ ケ ッ ト に は 相 当 の 磨 耗 が 発 生 す る の で 、 溶 接 修 理 等 の 修 理 の た
め 頻 繁 に 水 車 を 取 り 外 さ な け れ ば な ら な い 。 溶 接 修 理 が 不 能 と な る 程 バ ケ ッ ト が 損 傷 を 受
け た 場 合 、 全 ペ ル ト ン ラ ン ナ ー は 廃 棄 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 複 数 の バ ケ ッ ト を そ れ ぞ れ 設 け た 複 数 の セ グ メ ン ト 要 素 か ら ペ ル ト ン 水 車 を 構 築 す る 試
み が 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ 、 こ の ペ ル ト ン 水 車 は 、 個 々 の セ グ メ ン ト 要 素 に 形 成 さ れ
た 軸 方 向 孔 に ピ ン 手 段 を 貫 通 し 、 対 向 す る フ ラ ン ジ が 設 け ら れ た 一 対 の カ ラ ー の 間 に セ グ
メ ン ト 要 素 を 一 体 に 固 着 す る こ と に よ り 組 み 立 て ら れ 、 こ の 組 立 は 、 対 向 し て 配 置 さ れ た
端 部 キ ャ ッ プ に 係 合 す る 頭 部 と 、 ピ ン に ね じ 結 合 さ れ る 軸 部 と を 有 す る ボ ル ト を 使 用 し て
行 わ れ 、 個 々 の セ グ メ ン ト 要 素 は フ ラ ン ジ を 有 す る 複 数 の カ ラ ー の 間 で 軸 方 向 に 挟 持 さ れ
る 。 ま た 、 隣 接 す る 個 々 の セ グ メ ン ト 要 素 の 接 続 部 に 一 対 の ピ ン 手 段 を 設 け て 、 球 面 ／ 円
錐 面 に よ る 個 々 の セ グ メ ン ト 要 素 及 び バ ケ ッ ト の 微 調 整 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 こ の
構 造 で は 、 精 密 な 機 械 加 工 を 要 す る 多 く の 部 品 を 必 要 と し し か も 組 立 体 は 精 密 な 嵌 合 を 必
要 と す る 点 で 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 特 許 公 報 第 ３ ９ ３ ８ ３ ５ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 目 的 は 、 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る 構 造 及 び ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー 構 造 に 伴 う
製 造 価 格 を 低 減 で き る 技 術 的 （ 工 学 上 の ） 利 点 の あ る 新 規 な 組 み 合 わ せ 構 造 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー 以 外 に 適 用 で き る タ ー ビ ン ロ ー タ の
有 利 な 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 は 、 回 転 軸 (X-X)と 、 ハ ブ 、 ボ ス 又 は 軸 要 素 (6,26,27)と 、
単 一 又 は 複 数 の 羽 根 車 (1)を 支 持 し か つ 径 方 向 に 配 置 さ れ る 複 数 の 本 体 部 材 (11)と を 有 す
る タ ー ビ ン ロ ー タ を 備 え 、 複 数 の 本 体 部 材 (11)は 、 ハ ブ 又 は 軸 要 素 (6,26,27)に 対 し て 固
定 さ れ 、 各 本 体 部 材 (11)は 、 隣 接 す る 本 体 部 材 (11)の 各 径 方 向 当 接 面 に 接 触 す る ロ ー タ の
回 転 方 向 に 対 し て 径 方 向 に 配 置 さ れ る 前 縁 当 接 面 (13)と 径 方 向 に 配 置 さ れ る 後 縁 当 接 面 (1
5)と を 備 え 、 各 本 体 部 材 (11)は 、 更 に 少 な く と も １ つ の 当 接 手 段 (21)を 備 え 、 タ ー ビ ン ロ
ー タ は 、 更 に 本 体 部 材 (11)の 当 接 手 段 (21)に 直 接 又 は 間 接 的 に 係 合 す る 取 付 手 段 (31,33)
と 、 回 転 軸 (X-X)に 対 し て 径 方 向 に テ ー パ 状 に 傾 斜 し か つ 本 体 部 材 (11)と 取 付 手 段 (31,33)
と の 間 で 作 用 す る 楔 手 段 と を 備 え 、 更 に 、 楔 手 段 に 作 用 し て 本 体 部 材 (11)を 径 方 向 内 側 に
引 張 り 、 こ れ ら を 一 体 に 保 持 す る 締 結 手 段 (35)を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 体 部 材 (11)は 、 ２ つ 又 は ３ つ 等 複 数 の 径 方 向 に 配 置 さ れ た 羽 根 要 素 (1)に 共 通 に す る
こ と が で き る 。 複 数 の 羽 根 要 素 (1)を 対 応 す る 本 体 部 材 (11)と 一 体 に 例 え ば 鋳 造 に よ り 形
成 す る こ と が 好 ま し い が 、 他 の 確 実 な 固 定 手 段 に よ り 本 体 部 材 (11)に 固 定 す る こ と も で き
る 。 し か し な が ら 、 好 適 な 実 施 の 形 態 で は 、 各 羽 根 要 素 (1)を 自 身 の 本 体 部 材 (11)と 共 に
形 成 す る 。 ロ ス ト ワ ッ ク ス イ ン ベ ス ト メ ン ト （ 焼 き 流 し 精 密 鋳 造 ） 法 が 好 ま し い 。 本 体 部
材 (11)は ロ ー タ の セ グ メ ン ト を 形 成 し 、 そ の 対 向 す る 径 方 向 当 接 面 (13,15)は テ ー パ 状 に
形 成 さ れ 、 テ ー パ は 回 転 軸 (X-X)に 対 し 収 束 し か つ 交 差 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 の 当 接 手 段 (21)は 、 軸 方 向 当 接 手 段 (21)を 有 す る 。 各 本 体 部 材 (11)は 、 対 向 す る 軸 方
向 端 部 に 配 置 さ れ た ２ つ の 別 の 当 接 手 段 (21)を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 取 付 手 段 (31,33)
は 、 本 体 部 材 (11)の ２ つ の 別 の 当 接 手 段 (21)の 各 １ つ に 係 合 可 能 な ２ つ の 取 付 要 素 (31,33
)を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 楔 手 段 は 、 別 の 当 接 手 段 (21)と 取 付 手 段 (31,33)と の 間 に 介 在 す る 単 一 又 は 複 数 の 部 材
で よ い 。 楔 手 段 は 、 別 の 当 接 手 段 (21)又 は 取 付 手 段 (31,33)の 少 な く と も １ つ に 協 働 す る
こ と が 特 に 好 ま し い 。 取 付 手 段 (31,33)は 、 本 体 部 材 (11)の 別 の 当 接 手 段 (21)の 各 １ つ に
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協 働 可 能 な 截 頭 円 錐 形 の 当 接 部 を 備 え た 環 状 取 付 リ ン グ (26,27)を 有 す る こ と が 望 ま し い
。 各 本 体 部 材 (11)の 別 の 当 接 手 段 (21)を 径 方 向 に テ ー パ 状 に 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 テ
ー パ 状 の 当 接 手 段 (21)は 、 軸 方 向 に 延 伸 す る フ ラ ン ジ の 形 態 で あ る こ と が 便 利 で あ り 、 組
立 の 際 に 、 全 本 体 部 材 (11)の フ ラ ン ジ 、 従 っ て 羽 根 要 素 (1)は 、 環 状 取 付 リ ン グ (26,27)の
截 頭 円 錐 形 の 当 接 部 が 作 用 す る テ ー パ 付 き 環 状 （ 截 頭 円 錐 形 ） フ ラ ン ジ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 対 の 取 付 要 素 (31,33)を 一 体 に 直 接 固 定 す る 手 段 を 設 け る こ と が 望 ま し い 。 こ の 手 段
は 、 軸 方 向 連 結 手 段 (34,38)を 備 え 、 ２ つ の 環 状 取 付 要 素 (31,33)を 一 緒 に 引 張 す る こ と に
よ り 一 体 と し て 本 体 部 材 (11)及 び 羽 根 要 素 (1)を 軸 方 向 連 結 手 段 (34,38)を 使 用 し て 、 軸 方
向 連 結 手 段 (34,38)自 身 の 上 に 配 置 す る こ と が で き る 。 複 数 の 取 付 リ ン グ (26,27)を 連 結 軸
(6)、 例 え ば 軸 要 素 に 接 続 す る 連 結 手 段 (34,38)が 設 け ら れ る 。 軸 キ ー (34,38)を 使 用 し て
、 取 付 要 素 (31,33)を 軸 (6)に 固 定 す る こ と が で き る 。 各 取 付 要 素 (31,33)は 、 自 身 の キ ー
を 有 す る こ と が で き 、 又 は 単 一 の キ ー を ２ つ に 共 通 に 使 用 し 又 は キ ー 付 き 要 素 を キ ー 無 し
要 素 に 連 結 す る の に 単 一 の キ ー の み 及 び 把 持 手 段 (35)が 使 用 さ れ る 。 各 環 状 取 付 リ ン グ (2
6,27)を 連 結 軸 (6)、 例 え ば 軸 要 素 に 個 々 に 連 結 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 各 取 付 要 素 (3
1,33)を 連 結 軸 (6)に 連 結 す る 連 結 手 段 (34,38)は 、 ド イ ツ 法 人 リ ン グ フ ェ デ ル 又 は 他 で 製
造 さ れ る テ ー パ 付 き ロ ッ ク 要 素 を 備 え る こ と が 便 利 で あ る 。 好 適 な 構 造 で は 、 軸 (6)と 取
付 リ ン グ (26,27)と の 間 を 係 合 す る 自 身 の テ ー パ 付 き ロ ッ ク リ ン グ （ 相 対 的 に 移 動 可 能 な
２ つ の 部 品 を 有 す る ） を 各 取 付 リ ン グ (26,27)に 設 け る 。 ロ ッ ク 要 素 を 締 め 付 け る 作 用 に
よ り 、 軸 (6)に 対 し て 取 付 リ ン グ (26,27)を 軸 方 向 に 移 動 さ せ て 、 ２ つ の テ ー パ 付 き 当 接 面
の 協 働 に よ り 本 体 部 材 (11)と 羽 根 要 素 (1)と を 内 側 に 引 張 す る 。 本 体 部 材 (11)上 に 径 方 向
の 前 縁 当 接 部 (13)と 後 縁 当 接 部 (15)と を 設 け る こ と に よ り 、 環 状 取 付 リ ン グ (26,27)に よ
り 本 体 部 材 (11)が 内 側 に 引 張 さ れ る の で 、 周 縁 楔 作 用 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 環 状 取 付 要 素 (31,33)を 配 置 す る 各 手 段 を 軸 把 持 手 段 (35)に 追 加 し て 又 は 代 替 手 段 と
し て 設 け る こ と が で き る 。 環 状 取 付 リ ン グ (26,27)を 軸 に 固 定 す る 他 の 手 段 も 使 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 適 な 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 は 、 回 転 軸 (X-X)を 有 す る タ ー ビ ン ロ ー タ を 提 供 し 、 タ
ー ビ ン ロ ー タ は 、 ハ ブ 又 は 軸 要 素 (6,26,27)と 、 単 一 又 は 複 数 の 羽 根 要 素 (1)を 支 持 す る 複
数 の 各 本 体 部 材 (11)と 、 そ れ ぞ れ 截 頭 円 錐 形 当 接 面 を 有 す る ２ つ の 環 状 カ ラ ー と を 備 え 、
各 本 体 部 材 (11)は 、 そ の 両 端 に 設 け ら れ た 截 頭 円 錐 形 の テ ー パ 付 き フ ラ ン ジ を 備 え 、 一 方
の 軸 方 向 端 部 へ の 截 頭 円 錐 形 テ ー パ 付 き フ ラ ン ジ は 、 一 方 の 環 状 カ ラ ー の 截 頭 円 錐 形 当 接
面 と 協 働 し 、 他 方 の 軸 方 向 端 部 へ の 截 頭 円 錐 形 テ ー パ 付 き フ ラ ン ジ は 、 他 方 の 環 状 カ ラ ー
の 截 頭 円 錐 形 当 接 面 と 協 働 し 、 ハ ブ 又 は 軸 (6)に 対 し て 本 体 部 材 (11)を 固 定 す る 締 結 手 段 (
35)と 、 截 頭 円 錐 面 を 介 し て 作 用 し て 本 体 部 材 (11)を 径 方 向 内 側 に 引 張 す る 取 付 手 段 又 は
当 接 手 段 (31)が 設 け ら れ る 。 好 適 な 適 用 例 で は 、 タ ー ビ ン ロ ー タ は 、 ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ
ー で あ り 、 複 数 の 羽 根 要 素 (1)は 、 複 数 の バ ケ ッ ト で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー に 適 用 し た 例 と し て の み 本 発 明 を 説 明 す る 。 円 錐 形 の テ ー パ 付 き
肩 部 を 使 用 し て 、 簡 素 な 方 法 に よ り バ ケ ッ ト を 一 体 に 緊 締 す る こ と に よ り 把 持 す る の で 、
最 小 数 の 部 品 を 使 用 し 、 精 密 な 嵌 合 を 要 し な い 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 発 明 の 内 容 を 例 示 す る 図 １ ～ 図 ４ に つ い て 本 発 明 に よ る ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー を
有 す る タ ー ビ ン ロ ー タ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 示 の 実 施 の 形 態 に よ る ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー は 、 複 数 の 個 々 の セ グ メ ン ト に よ り 形 成
さ れ 、 説 明 す る 実 施 の 形 態 で は 、 各 セ グ メ ン ト は 、 単 一 の バ ケ ッ ト （ 羽 根 要 素 ） (1)と 共
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に 形 成 さ れ 、 便 宜 上 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト と 称 す る 。 複 数 の バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト は 、 回 転 軸
(X-X)に 対 し て 径 方 向 に 配 置 さ れ て 一 体 に 組 み 立 て ら れ る 。 図 示 の 例 で は 、 単 一 の バ ケ ッ
ト 上 に 取 り 付 け ら れ た １ ８ 個 の バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト を 示 す が 、 セ グ メ ン ト の 数 及 び セ グ メ
ン ト 毎 の バ ケ ッ ト の 数 は 、 設 計 上 の 要 求 に よ り 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。 図 示 の 実 施 の
形 態 で は 、 水 車 は 、 軸 (6)上 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト は 、 水 車 の 回 転 方 向 に 対 し て 径 方 向 に 配 置 さ れ る 前 縁 当 接 面 (13)
と 、 径 方 向 に 配 置 さ れ る 後 縁 当 接 面 (15)と を 有 す る 本 体 部 材 (11)を 備 え て い る 。 複 数 の バ
ケ ッ ト セ グ メ ン ト を 一 体 に 組 み 立 て て ラ ン ナ ー を 形 成 す る 場 合 に 、 単 一 の バ ケ ッ ト セ グ メ
ン ト の 後 縁 当 接 面 (15)は 、 隣 接 す る バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト の 前 縁 当 接 面 (13)に 係 合 す る 。 単
純 化 の た め 、 径 方 向 当 接 面 は 、 単 純 面 又 は 平 面 で あ る が 、 所 望 の よ う に 機 械 加 工 を 制 限 し
か つ ／ 又 は 取 付 目 的 に 対 し 、 リ ブ 、 溝 若 し く は 切 り 込 み を 形 成 し 又 は さ ね 接 ぎ を 形 成 す る
こ と が で き る 。 こ の 場 合 に 、 如 何 な る リ ブ 、 溝 、 切 り 込 み 又 は さ ね 接 ぎ も 、 下 記 の よ う に
取 付 目 的 に 対 し 径 方 向 移 動 を 阻 止 す る も の で あ っ て は な ら な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ラ ン ナ ー の 軸 方 向 端 面 は 、 個 々 の バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト の 対 向 す る 軸 方 向 面 (17,19)に よ
り 形 成 さ れ る 。 対 向 す る 軸 方 向 面 (17,19)の 各 々 は 、 軸 方 向 に 突 出 し か つ 径 方 向 に テ ー パ
状 に 傾 斜 す る 当 接 手 段 (21)を 有 し 、 当 接 手 段 (21)は 、 複 数 の バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト を 一 体 に
組 み 立 て る と き 、 各 々 ラ ン ナ ー の 軸 端 ま で 軸 方 向 に 延 伸 し か つ 径 方 向 に テ ー パ 状 に 傾 斜 す
る 環 状 フ ラ ン ジ (23)又 は 截 頭 円 錐 形 又 は 円 錐 台 状 の 肩 を 形 成 す る 。 各 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト
本 体 は 径 方 向 内 側 に 向 く 面 (25)を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 示 の 実 施 の 形 態 で は 、 ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー の ハ ブ は 、 羽 根 要 素 (1)の 取 付 手 段 (31,3
3)の 一 部 を 形 成 す る ２ つ の 環 状 要 素 （ ハ ブ 又 は 軸 要 素 ） (26,27)に よ り 形 成 さ れ る 。 各 環
状 要 素 又 は 取 付 リ ン グ (26,27)は 、 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト の 環 状 フ ラ ン ジ (23)を 嵌 合 す る 環
状 溝 (29)を 有 す る 。 特 に 、 一 方 の 環 状 要 素 (26)は 、 軸 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ た 複 数 の バ ケ
ッ ト セ グ メ ン ト の 各 々 の 径 方 向 に テ ー パ 状 に 傾 斜 す る 当 接 部 (21)に 係 合 し て 配 置 さ れ る 当
接 手 段 (31)を 有 す る の に 対 し 、 他 方 の 環 状 要 素 (27)は 、 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト の 対 向 端 部 の
径 方 向 に 傾 斜 す る 当 接 部 (21)に 係 合 し て 配 置 さ れ る 当 接 手 段 (33)を 有 す る 。 特 に 、 各 環 状
要 素 (26,27)は テ ー パ 状 に 傾 斜 す る 截 頭 円 錐 状 の 当 接 部 を 有 す る 。 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト と
フ ラ ン ジ (23)の 各 テ ー パ 状 当 接 部 の 傾 斜 角 度 を 対 応 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 複 数 の ね じ 付 き ボ ル ト (35)に よ り 、 ２ つ の ハ ブ 片 (26,27)を 固 定 す る 第 １ の 固 定 手 段 が
設 け ら れ 、 ボ ル ト (35)の 頭 部 (37)は 、 一 方 の ハ ブ 片 (26)の 各 溝 (38)内 に 嵌 合 さ れ 、 ね じ 付
き 軸 部 (39)は 、 他 方 の ハ ブ 片 (27)の 各 ね じ 付 き 穴 (41)に 係 合 さ れ る 。 図 ３ か ら 明 ら か な 通
り 、 ボ ル ト (35)の 締 結 作 用 に よ り 、 ２ つ の 環 状 要 素 (26,27)は 軸 方 向 に 互 い に 引 張 ら れ 、
こ れ に よ り 、 テ ー パ 状 の 当 接 部 (21)を 引 張 り 、 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト の テ ー パ 状 フ ラ ン ジ (2
3)に 接 触 す る 。 こ れ に よ り 、 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト を 径 方 向 内 側 に 引 張 り な が ら 、 バ ケ ッ ト
セ グ メ ン ト に 径 方 向 把 持 力 を 加 え る 。 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト の 複 数 の 当 接 面 (13,15)の 間 で
協 働 す る 係 合 に よ り 内 側 移 動 に 対 す る 抵 抗 力 が 発 生 す る 。 図 示 の 実 施 の 形 態 で は 、 各 環 状
要 素 (26,27)は 、 個 々 に 軸 (6)に 固 定 さ れ る テ ー パ 付 き 連 結 手 段 （ キ ー ） (34,38)を 有 す る
こ と が 好 ま し い 。 テ ー パ 状 の ロ ッ ク 要 素 (38)の 構 造 は 、 締 め 付 け 時 に 、 軸 (6)と 環 状 要 素 (
26,27)と の 間 に 相 対 的 な 軸 方 向 移 動 が 生 ず る も の で あ る 。 特 に 、 テ ー パ 状 の 連 結 手 段 (34,
38)は 、 軸 (6)に 確 実 に 係 合 す る と 同 時 に 、 環 状 要 素 (26,27)は 、 そ れ に 対 し て 軸 方 向 に 移
動 す る 。 こ れ に よ り 、 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト に 加 え ら れ る 最 終 把 持 力 を 決 定 し 、 第 １ の 連 結
手 段 (34,38)を 装 着 し た 後 に 、 ボ ル ト (35)に よ り 環 状 要 素 (26,27)に 把 持 力 を 加 え る と き に
、 環 状 要 素 (26,27)は 、 第 １ の 連 結 手 段 (34,38)の 作 用 に 重 な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 示 の 実 施 の 形 態 で は 、 把 持 ボ ル ト (35)は 、 ロ ッ ク 要 素 (38)と ほ ぼ 同 一 の 直 径 を 有 し 、
ロ ッ ク 要 素 (38)の 奥 に 嵌 合 さ れ る 。 他 の 実 施 の 形 態 で は 、 連 結 ボ ル ト (35)は 、 軸 (X-X)か
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ら 径 方 向 に 大 き く 離 間 し て 配 置 さ れ る が 、 バ ケ ッ ト の 首 部 （ バ ケ ッ ト (1)と 本 体 部 材 (11)
と の 間 の 幅 狭 部 ） に 向 か っ て よ り 接 近 し （ 特 に 、 大 き い 直 径 の ユ ニ ッ ト に 対 し ） 、 ロ ッ ク
要 素 (38)又 は 他 の 代 替 固 定 要 素 を 所 定 の 位 置 に 配 置 す る と き 、 一 方 の 軸 方 向 端 部 か ら 接 近
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 中 心 面 (Y-Y)に 対 し て 両 環 状 要 素 に 対 応 し て ラ ン ナ ー の 何 れ か の 軸 方 向 端 部 に テ ー パ 付
き フ ラ ン ジ を 設 け る こ と に よ り 、 把 持 力 を 作 用 し て バ ッ ク ル セ グ メ ン ト を 径 方 向 内 側 に 均
一 に 引 張 す る が 、 こ れ は 最 も 多 い 適 用 例 に 対 し て 望 ま し い 。 し か し な が ら 、 こ れ が 必 要 で
な い と 認 め ら れ る 場 合 も あ り 、 各 バ ケ ッ ト セ グ メ ン ト 上 に 単 純 な 当 接 面 を ラ ン ナ ー の 軸 方
向 端 部 の 一 方 に 設 け る と 共 に 、 ラ ン ナ ー の 他 方 の 軸 方 向 端 部 に テ ー パ 付 き 当 接 部 を 設 け て
、 テ ー パ 付 き 当 接 面 の 協 力 作 用 の 下 で 径 方 向 内 側 移 動 を 行 う こ と も で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー に 適 用 す る 例 に つ い て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 保 護 は 、 ペ
ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 に よ る タ ー ビ ン ロ ー タ は 他 の 形 式 又 は 他 の 装 置
に も 適 用 で き る こ と が 当 業 者 に 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー の 破 断 正 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の ペ ル ト ン 水 車 ラ ン ナ ー の 平 面 図
【 図 ３ 】 図 １ の 部 分 断 面 図
【 図 ４ 】 図 １ ～ 図 ３ の 実 施 の 形 態 に 使 用 す る バ ケ ッ ト の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 (1)・ ・ 羽 根 要 素 、 　 (6)・ ・ 分 離 可 能 な 連 結 部 材 （ 軸 要 素 ） 、 　 (11)・ ・ 本 体 部 材 、 　
(13)・ ・ 前 縁 径 方 向 当 接 面 、 　 (15)・ ・ 後 縁 径 方 向 当 接 面 、 　 (21)・ ・ 別 の 当 接 手 段 、 　
(26,27)・ ・ 取 付 手 段 （ 取 付 リ ン グ ） 、 　 (31,33)・ ・ 取 付 要 素 、 　 (34,38)・ ・ 固 定 手 段 (
ロ ッ ク 要 素 )、 　 (35)・ ・ 締 結 手 段 、
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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